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はじめに
2026年 2月 16日に発表a)されたQwen3.5は，最小

0.8B (8億)パラメータの生成AIでありながら，マル
チモーダルかつ多言語対応を謳っており，実際，日
本語OCRとしても，そこそこの性能を発揮する．し
かし，アイヌ語は読めない．多言語対応にアイヌ語
が含まれておらず，アイヌ語の小書きカタカナ [1, 2]

が読めないのだ (図 1に Google Colaboratoryでのプ
ログラムと結果を示す)．では，Qwen3.5にカタカナ
アイヌ語を追加学習するには，どのような手法が必
要なのか．本稿では，カタカナアイヌ語OCRの開発
という視点から，その手法を探る．

!pip install "transformers>=5.2.0" accelerate jinja2

img="https://qiita-image-store.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/0/428317/55d10bae-10b0-4a18-8e27-0907bc16361f.jpeg"

from transformers import pipeline

nlp=pipeline("image-text-to-text","Qwen/Qwen3.5-0.8B",max_new_tokens=1024,device_map="auto")

d=nlp([{"role":"user","content":[{"type":"image","image":img},{"type":"text","text":"OCR Ainu sentences."}]}])

print(d[0]["generated_text"][1]["content"])

令和7年度アイヌ工芸品展「アイスの美-彩りと輝き-」アニアンレチコレワ、サウムペカイコロ
チアマワエチヌカレン。

アイヌアナケテデワワウンクネワ20イケネパエムコパクノヤウンモリ、ヤンケモリ（カラト）、
ルムオットオカイ。タネヤウンモシタカイサモモシタカイ、モシリエビタオカイ。テデワアナ
ケチニ、ニカブ、キナカブ、チコイキブポネ、キラウ、シキテ、ルシ、チェナカ、セイアウウオ
カイベカラ。ネンペオットケストアインワンケワカイアン。イノオットアインワンケワカイア
ン。ピシカンモシリエオカイウッタウラ、アイヌウィムワ、センカブ、ヌイト、カネ、タマコロ
ワネンペアニピリカイカラカラピリカイスイアイイキ。

タパンイコオットイロホピリカ、スベピピリカフチムケワチンケ。イコロエチヌカレンカツェ
ネニ。センカトトラアンヌワウンカライミカイアン。センカトトラアンテセワウンカラチタベ
カイアン。ルムウンクイカラワカラククカイアン。ヤンケモリウンクロタマシカイアン、ポン
コンココロタマシカイアン。サウカネサウウチュラウアイントメイコロ、イカヨコロ、ダンパ
クオブ、マキリカイアン。イノオットアインワンケートウキ、タカサイラ、パッチカイアン。

ネンペトトラクスクロスタシクスチップ美恵子（1948～2010）カラペカイエチヌカレン。エパ
キタ、貝澤徹（イスイエル）、下倉洋之（カネイエル）、藤戸康平（イコロクラル）タネウサオ
カイピリカグカラワコアスルアウウンネワクスネンペカイチンケワエチヌカレン。

タパンアナケ、アイヌブリピラサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌスコロトミア
ニアイヌブリピラサウタラ）ケパキネワ、タネ30スイチシタンナ。タネエチヌカラワ、テデタ
アイヌブリ、タネアンアイヌブリ、アムキリクルインネチキピリカ。イョッタイオシ、タパンイ
コチコロテササ、ピリカイコロウネルサアウタラウサウウンカスイウタラ、パセタラチコヤイ
ライケシタンナ。

北海道立釧路芸術館
京都府
京都府京都文化博物館
公益財団法人アイヌ民族文化財団
　

図 1: 『アイヌの美―彩りと輝き―』ウェランカラ　㽶 (左)を Qwen3.5-0.8Bで OCRした結果 (右)

a)https://qwen.ai/blog?id=qwen3.5

Qwen3.5-0.8Bへのトークン追加
Qwen3.5-0.8Bの Qwen2Tokenizerは，UTF-8のバ

イト列からトークンを組み上げる手法を採っており，
トークナイザ辞書にない文字に対しては，バイト列に
対応するトークンを組み合わせる形で入出力をおこ
なう．たとえば，小書きカタカナ「　㽶」(UTF-8バイ
ト列は e3 87 b7 e3 82 9a)は，トークン 159 (e3)，
トークン 229 (87)，トークン 115 (b7)，トークン 3293

(e3 82)，トークン 248 (9a) を組み合わせて，[159,

229, 115, 3293, 248]という 5つのトークン列で表現
される．
しかし，複数のトークンで表現される文字は，入力
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はできても，めったに出力されない．図 1右で「　㽶」
などのいわゆるアイヌ語小書きカタカナが出力され
ていないのは，これが原因である (表 1)．

表 1: Qwen3.5-0.8Bのトークン (小書きカタカナ)

ァ 149368

ィ 54198

ゥ 158936

ェ 74607

ォ 149185

ヵ 247021

　ㇰ [159, 229, 108]

ヶ 158810

　ㇱ [159, 229, 109]

　ㇲ [159, 229, 110]

ッ 24404

　ㇳ [159, 229, 111]

　ㇴ [159, 158830]

　ㇵ [159, 229, 113]

　ㇶ [159, 229, 114]

　ㇷ [159, 229, 115]

　㽶 [159, 229, 115, 3293, 248]

　ㇸ [159, 229, 116]

　ㇹ [159, 229, 117]

　ㇺ [159, 229, 118]

ャ 65203

ュ 68850

ョ 74469

　ㇻ [159, 229, 119]

　ㇼ [159, 229, 120]

　ㇽ [159, 229, 121]

　ㇾ [159, 229, 122]

　ㇿ [159, 229, 123]

ヮ [2687, 106]

Qwen3.5-0.8B は，248320 種類のトークンを，そ
れぞれ 1024次元の「単語ベクトル」で表している．
トークン 0～248319のうち，0～248043がUTF-8バ
イト列によるトークン，248044～248076が制御用の
特殊トークン，248077～248319が未使用である．こ
こにアイヌ語小書きカタカナを追加するにあたって，
われわれは，特殊トークンを 248063～248095に移動
し，該当する「単語ベクトル」も同時に移動した．そ
の上で，半濁点 (e3 82 9a)をトークン 248044に追
加し，アイヌ語小書きカタカナ UTF-8のアタマ 2バ
イト (e3 87)をトークン 248045に追加し，「　ㇰ」「　ㇱ」
「　ㇲ」「　ㇳ」「　ㇴ」「　ㇵ」「　ㇶ」「　ㇷ」「　ㇸ」「　ㇹ」「　ㇺ」「　ㇻ」
「　ㇼ」「　ㇽ」「　ㇾ」「　ㇿ」をトークン 248046～248061に
追加し，さらに「　㽶」をトークン 248062に追加した．
Qwen2Tokenizerのトークナイザ辞書に「　㽶」(e3 87

b7 e3 82 9a)を追加するには，「　ㇷ」(e3 87 b7)と
半濁点 (e3 82 9a)を組み上げなければならず，しか
も特殊トークンをまたいではいけないため，こうい
う手順でのトークン追加が必要だった．なお，各トー
クンの「単語ベクトル」の初期値は，たとえば「　㽶」
であれば，「プ」の「単語ベクトル」から「ヤ」を引
いて「ャ」を加えた値とした．

トークン追加をおこなうと，モデルの動作が不安
定となる (一度「　㽶」を出力すると，そのまま無限に
「　㽶」を出力しつづけてしまう)ため，さらに追加学
習をおこなった．追加学習に用いたのは，国立アイ
ヌ民族博物館の「ごあいさつ」(図 3)を段落で区切っ
た画像 65枚と，大小カタカナの比較画像 17枚であ
る．なお，各画像の長辺が 1024ドット以下になるよ
う，一部の画像は縮小した上で，全ての画像に読み
情報を手作業でテキスト付与した．trl 0.29.1での追
加学習 (3 epochs)に要した時間は，NVIDIA GeForce

RTX 3080 Laptop (16GB) 1GPUで 19分程度だった．

評価と考察
追加学習後のモデル Qwen3.5-0.8B-AinuOCR で，

図 1左の画像を OCRしてみたところ，図 2の結果
が得られた．小書きの「　㽶」も出力されており，か
なり良くなっている気がする．比較のため，原テキ
スト (「　㽶」を 1文字とみなし，連続する空白と改行
を 1文字にまとめた結果，総文字数 1124字)を手作
業で準備し，レーベンシュタイン距離を見てみたと
ころ，図 1右が 412 (単純誤り率 36.7%)だったのに
対し，図 2は 144 (単純誤り率 12.8%)と，かなりの
改善が見られた．
結果に気を良くしたわれわれは，トークン追加と

追加学習を Qwen3.5-2Bに適用し，さらに Qwen3.5-

4Bにも適用してみた．ただし，RTX 3080 LapTopの

ウエランカラ　㽶
令和7年度アイヌ工芸品展「アイヌ之美・彩りと輝き─」アニアンレヘチコレワ、ウサ　ㇺ
ペカイコ　ㇿチアマワエヌカクレアン。
アイヌアナケネテエタワノアンク　ㇽネワ 20イクネパエムコパクノヤウンモシ　ㇼ、
ヤンケモシ　ㇼ (カラ　ㇻ　ㇳ)、ルムトオッカイ。タネヤウンモシ　ㇼタタ
カイ、モシ　ㇼエピタオカイ。テエタアナケネチクニ、ニカブ、キナカ　㽶、チコイキ　㽶ポネ、
キラウ、シケチ、ル　ㇱ、チェパカ　㽶、セイアニウサオカイペカ　ㇻ。ネアンペオタクシ
アネイワンケプカイアン。イノモオッタアネイワンケプカイアン。ピシカンモシ　ㇼ
エオカイウタツトウ　ㇻ、アイヌウイマムワ、センカ　ㇴ、ヌイト、カネ、タマコ　ㇿワネアンペ
アニピリカイカ　ㇻカ　ㇻピリカイヌイエアイヌキ。
タパンイキオッタイロ　ㇹピ　ㇼカワ、ヌペキピ　ㇼカワチヌクワワチサンケ。イコ　ㇿ
エチヌカクレアンカトゥエネアニ。センカ　ㇴトウ　ㇻアンヌワワアンカワイミカイアン。
センカ　ㇴトウ　ㇻアンテセワアンカワチタ　ㇻベカイアン。ルムトウンクルイカ　ㇻカ　ㇻワ
カ　ㇻクッカイアン。ヤンケモシ　ㇼウンク　ㇽコ　ㇿタマサイカイアンワ、ポンコンココ　ㇿ
タマサイカイアン。ウサカネウサヌチラウアニアントメイコ　ㇿ、イカヨピコ　ㇿ、
ダンパクオ　㽶、マカリカイアン。イノモオッタアネイワンケパートウキ、タカサイ　ㇻ、パッチ
カイアン。
ネアンペトウラノクス　ㇿツタシ　ㇰズチカ　㽶美恵子（1948～2010）カ　ㇻペカイ
エチヌカクレアン。エパキタ、貝澤徹（イスイエ　ㇰ　ㇽ）、下倉　矽之（カネヌイエ　ㇰ　ㇽ）、ウシクラン平
（イコ　ㇿカ　ㇰ　ㇽ）タヌウサオカイピ　ㇼカプカ　ㇻワコアス　ㇽアシウタンネワクスネアンペ
カイチサンケワエヌカクレアン。
タパアナケネ、アイヌプリピ　ㇻサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌコ　ㇿ　ㇿ
トミアニアイヌプリピ　ㇻサウタラ）ケシパキネフワ、タネ 30スイチキシッタン
ナ。タパエチチカ　ㇻワ、テエタアイヌプリ、タネアンアイヌプリ、アムキ　ㇼク　ㇽインネ
チキピ　ㇼカ。イヨッタイオ　ㇱ、タパンイキチコ　ㇿテサザマ、ピリカコ　ㇿウヌサアウタ　ㇻ
ウサウサウンカスイウタ　ㇻ、パセタ　ㇻチコヤイライケシッタンナ。
北海道立釧路芸術館
京都府
京都府京都文化博物館
公益財団法人アイヌ民族文化財団

図 2: 図 1左を Qwen3.5-0.8B-AinuOCRした結果
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図 3: アイヌ語 OCRの追加学習に用いた画像

GPU メモリ (16GB) に乗り切らなかったことから，
AMD Ryzen7 H255 (64GB)b)で追加学習 (3 epochs)し
たところ，Qwen3.5-2Bで 53分，Qwen3.5-4Bで 110

分を要した．
追加学習後のQwen3.5-2B-AinuOCR・Qwen3.5-4B-

AinuOCRで，図 1左の画像を OCRした結果を，そ

b)H255 には Radeon 780M が搭載されているが，ROCm の
gfx1103がイマイチ安定しないことから，本稿では CPUで追加学
習をおこなった．

れぞれ図 4右・図 5右に示す．いずれもレーベンシュ
タイン距離は 88 (単純誤り率 7.8%)となった．
こうなると，Qwen3.5-9B にも挑戦したくなるの
だが，モデルの規模が大きくなると，メモリ不足で
追加学習がうまくいかない．本稿執筆時点での各モ
デルの評価結果を，表 2に示す．この結果を見る限
り，解析精度とモデル規模のバランスがいいのは，
Qwen3.5-2B-AinuOCRということになる．
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ウエランカラプ
令和 7 年度アイヌ工芸品展「アイヌの美-彩りと輝き-」アニアンレヘチコレワ、ウサム
ベカイコロチアマワエチヌカレアン。
アイヌアナッネテエタワノアンクルネワ 20イクネパエムコパッノヤウンモシリ、
ヤンケモシリ（カラプト）、ルトムオッタオカイ。タネヤウンモシッタカイサモロモシッタ
カイ、モシリエビッタオカイ。テエタアナッネチクニ、ニカヂ、キナカヂ、チコイキバポネ、
キラウ、シキテ、ルシ、チェブカブ、セイアニウサオカイベカラ。ネアンペオッタケスト
アネイワンケナカイアン。イノミオッタアネイワンケナカイアン。ピシカンモシリ
エオカイウタトゥラ、アイスウイマムワ、センカヂ、ヌイト、カネ、タマコロワネアンペ
アニビリカイカラカラビリカイヌイエアイヌキ。
タパンイクオッタイロホビリカナ、ヌベキビリカナチヌムケワチサンケ。イコロ
エチヌカレアンカトゥエネアニ。センカヂトゥラアンニワアンカライミカイアン。
センカヂトゥラアンデセワアンカラチタラペカイアン。ルトムウンクルイカラカラワ
カラククカイアン。ヤンケモシリウンクルコロタマサイカイアンワ、ポンコンココロ
タマサイカイアン。ウサカネウサユキラウアニアントムテイコロ、イカヨピコロ、
タンパクオブ、マキリカイアン。イノミオッタアネイワンケートゥキ、タカイサラ、パッチ
カイアン。
ネアンペトゥラノクスロッタシツヌチカップ美恵子（1948～2010）カラペカイ
エチヌカレアン。エエパキタ、貝澤徹（イヌイェクル）、下倉洋之（カネヌイェクル）、藤戸康平
（イコラカクル）タネウサオカイビリカプカラワコアスルアシウタンネワクスネアンペ
カイチサンケワエチヌカレアン。
タナアナッネ、アイヌプリビラサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌココロ
トミアニアイヌプリビラサウタラ）ケシパキプネワ、タネ 30スイチキシッタン
ナ。タンペエチヌカラワ、テエタアイヌプリ、タネアンアイヌプリ、アムキリクルインネ
チキビリカ。イョッタイオシ、タパンイキチコロテッサマ、ピリカイコロウネルサアウタラ
ウサウサウンカスイウタラ、パセタラチコヤイライケシッタンナ。
北海道立釧路芸術館
京都府
京都府京都文化博物館
公益財団法人アイヌ民族文化財団

ウエランカラ　㽶
令和7年度アイヌ工芸作品展「アイヌの美-彩りと輝き-」アニアンレヘチコレワ、ウサ　ㇺ
ベカイコ　ㇿチアマワエチヌカレアン。
アイヌアナ　ㇰネテエタワノアンク　ㇽネワ 20イ　ㇰネパエ　ㇺコパッノヤウンモシリ、
ヤンケモシリ（カラプト）、ルトムオッタオカイ。タネヤウンモシッタカイサモロモシッタ
カイ、モシリエピッタオカイ。テエタアナ　ㇰネチ　ㇰニ、ニカデ、キナカデ、チコイキナポネ、
キラウ、シキテ、　ㇽシ、チェブカデ、セイアニウサオカイペカ　ㇻ。ネアンペオッタケスト
アネイワンケプカイアン。イノミオッタアネイワンケプカイアン。ピ　ㇱカンモシリ
エオカイウタットゥ　ㇻ、アイヌウイマ　ㇺワ、センカキ、ヌイト、カネ、タマコロワネアンペ
アニビ　ㇼカイカ　ㇻカ　ㇻビ　ㇼカイヌイエアイヌキ。
タパンイ　ㇰオッタイロホビ　ㇼカプ、ヌペキビ　ㇼカプチヌ　ㇺケワチサンケ。イコ　ㇿ
エチヌカレアンカトゥエネアニ。センカキトゥ　ㇻアンニヌワアンカ　ㇻイミカイアン。
センカキトゥ　ㇻアンデセワアンカ　ㇻチタラペカイアン。ルトムウン　ㇰイカ　ㇻカ　ㇻワ
カ　ㇻクッカイアン。ヤンケモシリウンク　ㇽコ　ㇿタマサイカイアンワ、ポンコンココ　ㇿ
タマサイカイアン。ウサカネウサユッキ　ㇻウアニアントムテイコ　ㇿ、イカヨピコ　ㇿ、
タンプ　ㇰオパ、マキ　ㇼカイアン。イノミオッタアネイワンケポトゥキ、タカイサラ、パッチ
カイアン。
ネアンペトゥ　ㇻノクス　ㇿッタシ　ㇰヌチカップ美恵子（1948～2010）カ　ㇻペカイ
エチヌカレアン。エエパキタ、貝澤徴（イヌイェクル）、下倉洋之（カネヌイェクル）、藤戸康平
（イコ　ㇿカ　ㇻクル）タネウサオカイビ　ㇼカプカ　ㇻコア　ㇲ　ㇽアシウタンネワクスネアンペ
カイチサンケワエチヌカレアン。
タパアナ　ㇰネ、アイヌスプリビラサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌコ　ㇿ
トミアニアイヌスプリビラサウタ　ㇻ）ケシパキプネワ、タネ 30スイチキシッタン
ナ。タンプエチヌカ　ㇻワ、テエタアイヌスプリ、タネアンアイヌスプリ、アムキ　ㇼク　ㇽインネ
チキビ　ㇼカ。イョッタイオシ、タパンイキチコ　ㇸテッサマ、ピ　ㇼカイコ　ㇿウネルサアウタ　ㇻ
ウサウサウンカスイウタ　ㇻ、パセタ　ㇻチコヤイライケシッタンナ。
北海道立釧路芸術館
京都府
京都府京都文化博物館
公益財団法人アイヌ民族文化財団

図 4: 図 1左を Qwen3.5-2Bで OCRした結果 (左)と Qwen3.5-2B-AinuOCRした結果 (右)

ウェランカラプ
令和 7 年度アイヌ工芸品展「アイヌの美-彩りと輝き-」アニアンレヘチコレワ、ウサム
ベカイコロチアマワエチヌカレアン。
アイヌアナクネテエタワノアンクルネワ 20イクネバエムコパッノヤウンモシリ、
ヤンケモシリ（カラブト）、ルトムオッタオカイ。タネヤウンモシリタカイサモロモシッタ
カイ、モシリエビッタオカイ。テエタアナクネチクニ、ニカブ、キナカブ、チコイキアポネ、
キラウ、シキテ、ルシ、チェブカブ、セイアニウサオカイベカラ。ネアンペオッタケスト
アネイワンケンカイアン。イノミオッタアネイワンケンカイアン。ピシカンモシリ
エオカイウッタトゥラ、アイスウイマムワ、センカキ、ヌイト、カネ、タマコロワネアンペ
アニビリカイカラカラビリカイヌイェアイスキ。
タパンイキオッタイロホビリカン、スペキビリカンチヌメケワチサンケ。イコロ
エチヌカレアンカトゥエネアニ。センカキトゥラアンニスワアンカライミカイアン。
センカキトゥラアンテセワアンカラチトラペカイアン。ルトムウンクルイカラカラワ
カラククカイアン。ヤンケモシリウンクルコロタマサイカイアンワ、ボンコンココロ
タマサイカイアン。ウサカネウサユッキラウアニアントムテイコロ、イカヨビコロ、
タンパクオプ、マキリカイアン。イノミオッタアネイワンケポートゥキ、タカイサラ、パッチ
カイアン。
ネアンペトゥラノクスロッタシクスチカップ美恵子（1948～2010）カラベカイ
エチヌカレアン。エエパキタ、貝澤徹（イヌイェクル）、下倉洋之（カネヌイェクル）、藤戸康平
（イコロカラクル）タネウサオカイビリカンカラワコアスルアシウタンネワクスネアンペ
カイチサンケワエチヌカレアン。
タパアナクネ、アイヌプリビラサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌコロ
トミアニアイヌプリビラサウタラ）ケシパキブネワ、タネ 30スイチキシッタン
ナ。タンペエチヌカラワ、テエタアイヌプリ、タネアンアイヌプリ、アムキルクルインネ
チキビリカ。イヨッタイオシ、タパンイキチコロテッサマ、ビリカイコロウネルサアウタラ
ウサウサウンカスイウタラ、パセタラチコヤライケシッタンナ。
北海道立釧路芸術館
京都府
京都府京都文化博物館
公益財団法人アイヌ民族文化財団

ウエランカ　ㇻ　㽶
令和 7 年度アイヌ工芸品展「アイヌ之美―彩りと輝き―」アニアンレヘチコレワ、ウサ　ㇺベ
カイコ　ㇿチアマワエチヌカレン。

アイヌアナ　ㇰネテエタワノアンク　ㇽネワ 20イ　ㇰネパエ　ㇺコパッノヤウンモシ　ㇼ、ヤン
ケモシ　ㇼ（カラ　㽶　ㇳ）、ルトムオッタオカイ。タネヤウンモシッタカイサモロモシッタカ
イ、モシ　ㇼエビ　ㇰタオカイ。テエタアナ　ㇰネチクニ、ニカ　㽶、キナカ　㽶、チコイキ　㽶ボネ、
キラウ、シキデ、ルシ、チェ　㽶カ　㽶、セイアニウサオカイベカ　ㇻ。ネアンペオッタケシ　ㇳ
アネイワンケプカイアン。イノミオッタアネイワンケプカイアン。ピシカンモシ　ㇼエオ
カイウダットゥラ、アイヌウイマ　ㇺワ、センカキ、ヌイト、カネ、タマコ　ㇿワネアンペア
ニビ　ㇼカイカ　ㇻカ　ㇻビ　ㇼカイヌイエアイヌキ。

タパンイキオッタイロ　ㇹビ　ㇼカプ、スベキビ　ㇼカプチヌメ　ㇰワチサンケ。イコ　ㇿエチヌ
カレンカトゥエネアニ。センカキトゥラアンニ　ㇴワアンカ　ㇻイミカイアン。センカキトゥ
ラアンテセワアンカ　ㇻチタ　ㇻペカイアン。ルトムウンクルイカ　ㇻカ　ㇻワカ　ㇻク　㽶カイア
ン。ヤンケモシ　ㇼウンク　ㇽコ　ㇿタマサイカイアンワ、ボンコンココ　ㇿタマサイカイアン。
ウサカネウサュエクラウアニアントムエイコ　ㇿ、イカヨビコ　ㇿ、タンパクオ　㽶、マキ　ㇼカ
イアン。イノミオッタアネイワンケブートゥキ、タカイサ　ㇻ、パッチカイアン。

ネアンペ トゥラノ クス　ㇿッ タ シ　ㇰヌ チカ　㽶美恵子（1948～2010）カ　ㇻ ペ カイ エチヌカレ
ン。エエパキタ、貝澤徹（イヌイェ　ㇰ　ㇽ）、下倉洋之（カネヌイェ　ㇰ　ㇽ）、藤戸康平（イコ　ㇿカ
　ㇻ　ㇰ　ㇽ）タネウサオカイビ　ㇼカプカ　ㇻワコア　ㇲ　ㇽア　ㇱウタンネワクスネアンペカイチ
サンケワエチヌカレン。

タパアナ　ㇰネ、アイヌプリビラサクニ、公益財団法人アイヌ民族文化財団（アヌコ　ㇿトミア
ニアイヌプリビラサウタ　ㇻ）ケシパキプネワ、タネ 30スイチキシッタンナ。タネプエチ
ヌカ　ㇻワ、テエタアイヌプリ、タネアンアイヌプリ、ア　ㇺキ　ㇽク　ㇽインネチキビ　ㇼカ。イ
ヨ　ㇰタイオホ、タパンイキチコ　ㇿテッサマ、ビ　ㇼカイコ　ㇿウネルサアウタ　ㇻウサウサウ
ンカスイウタ　ㇻ、パセタ　ㇻチコヤイライケシッタンナ。

北海道立釧路芸術館京都府京都府京都文化博物館公益財団法人アイヌ民族文化財団

図 5: 図 1左を Qwen3.5-4Bで OCRした結果 (左)と Qwen3.5-4B-AinuOCRした結果 (右)
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表 2: 各モデルで図 1左を OCRした際の評価

Qwen3.5-xB Qwen3.5-xB-AinuOCR

0.8B 412 (36.7%) 144 (12.8%)

2B 122 (10.9%) 88 (7.8%)

4B 126 (11.2%) 88 (7.8%)

9B 217 (19.3%) 89 (7.9%)挑戦中

※レーベンシュタイン距離 (単純誤り率)

おわりに
小書きカタカナを含むアイヌ語OCRモデルとして，

Qwen3.5-0.8B-AinuOCR， Qwen3.5-2B-AinuOCR，
Qwen3.5-4B-AinuOCRを開発した．これらのモデル
は https://huggingface.co/KoichiYasuokaで公
開しているc)ので，ぜひ使ってみてほしい．なお本稿
は，京都大学未踏科学研究ユニット「フィールドワー
クとデータサイエンスを融合した超学際研究ユニッ
ト」の成果である．

参考文献
[1] 佐藤知己: アイヌ語を記述するのに必要な文字
セットについて, JIS符号化文字集合調査研究委
員会第 2分科会 (WG2)資料, JCS-2-8-02 (1996年
11月 25日).

[2] Addition of forty eight characters, JTC1/SC2/WG2

N2092 (September 13, 1999).

[3] アカントウンコタン—阿寒湖畔のアイヌ文化—,

白老: 国立アイヌ民族博物館 (2023年 3月 14日).

ホシキイタ　ㇰ
イッソ　ㇿ　ㇾ。
ウポポイオッタエチシネエクムパセオンカムイヤラオリパ　ㇰイタ　ㇰアンキ。
第4回テーマ展示アナ　ㇰネ「地域からみたアイヌ文化展アカントウンコタン―ア寒湖畔のアイヌ文化―」
アニアンレヘチコ　ㇾワイコ　ㇿウサ　ㇺペカチアマワエチヌカレア　ㇱ
タンヤンプオッタアカントウンコタンコタンウンク　ㇽピリカノハリキキカンエチヌカレア　ㇱ
ワンアカントウンコタンタアンアイヌプリカイウヤシコマカイイカ　ㇻカイウポポカイリムセ
カイウサオカイペエチヌカレア　ㇱナ。
アカンアナ　ㇰ「シポロシ　ㇼシポロコタン」ネワ山本多助エカ　ㇱエネハウキ。「カムイカ　ㇻモ　ㇱ　ㇼカムイカ　ㇻ
ピリカトアンワシノッラムコ　ㇿウワッテウタ　ㇻウシノッウシネワヌポッイクシリポッケイユセセケイ
ポロンノアン」。アカントウンコタンオッタアイヌエカイチケメカ　ㇻカイウポポカイリムセカイ
アヌヌカプネ。オロタコタンウンク　ㇽアイヌプリテイタプリエオリパ　ㇰカネアシリプリ
タネアンプリアニカ　ㇻペカイオカイ。タンヤンプオッタコタンウンク　ㇽハリキキカンエチヌカ　ㇻ
エヤ　ㇱカイ。
シリーズ展示「地域からみたアイヌ文化展」オッタカンナカンナアイヌモ　ㇱ　ㇼタウサアイヌアンワウサ
コタンアンワウサアイヌイタ　ㇰアンワウサアイヌプリアンシ　ㇼエチヌカ　ㇻナンコ　ㇿナ。
テエタワノタネタパ　ㇰノアイヌプリアンカンアンエヤイコシラムヅイパルヅイ。
（アイヌ語：釧路方言）
2023パ 3チュ　㽶 14ト
アヌココ　ㇿアイヌイコロマケン　ㇽサパネク　ㇽエヌナンカ　ㇻ

図 6: 『アカントウンコタン』ホ　ㇱキイタ　ㇰ (左)を Qwen3.5-2B-AinuOCRした結果 (右)

c)各モデルのリポジトリに，開発に用いた maker.py も含めて
おいた．

[4] アイヌ・モシリ,　㐧 3号 (1958年 3月), p.7.

[5] 中川裕: アイヌ人によるアイヌ語表記への取り
組み, 表記の習慣のない言語の表記 (東京外国語
大学アジア・アフリカ言語研究所, 2006年 3月),

pp.1-44.

付録　アイヌ語のカタカナに関して
本稿では，小書きカタカナを追加するやり方で，カ

タカナアイヌ語OCRの開発をおこなったが，追加す
るのは小書きカタカナだけでいいのか．たとえば『ア
カントウンコタン』[3]のホ　ㇱキイタ　ㇰ (図 3右上)

末尾には，「 」という文字列が見える．館
長の佐々木史郎 (エトゥナンカ　ㇻ)が，この「ごあい
さつ」では山本多助のアイヌ文字 [4, 5]を使用して
おり，「トゥの合字」以外にも「シュの合字」「チャの
合字」「イェの合字」が見えるd)．

Qwen3.5のトークナイザには，「トゥ」(e3 83 88

e3 82 a5)を表すトークン 220263が準備されており，
これを使うという戦略もあるが，そうすると「トゥ」
という文字列と「 」の見分けがつかなくなる．そ
の戦略は，「プ」と「　㽶」を見分けるべく頑張る，と
いう本稿の主旨に反する．かと言って「 」をトーク
ナイザ辞書に追加しようにも，この字がUCSに含ま
れていない (つまり UTF-8が決まっていない)ので，
現状どうしようもない．
そんなわけなので，このような合字を含む段落は，

とりあえず，追加学習から取り除いておいた．結果
として，われわれのアイヌ語OCRは，これらの合字
が読めない (図 6)．今後の課題としておきたい．

d)https://qiita.com/KoichiYasuoka/items/1be160bc15d73edf6593
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